
地下水質調査結果の概要 （平成24年度）

（１）VOC（揮発性有機化合物）

環境基準超過井戸が存在する市区町村図
（ VOC（揮発性有機化合物）の場合）

VOCによる汚染事例数の推移

環境基準超過井戸がある市区町村数は361で、
全市区町村の21%（前年度調査21％）を占めている。

（注）超過井戸の存在状況を市区町村単位で色付けしたものであり、地下水汚染の範囲を示すものではない。

１．全国的な地下水の状況
過去5年間(※)の環境基準超過井戸の存在状況
は以下のとおり。
※通常、地下水調査は、地域全体をメッシュ等に分割し、3～5年の
ローリングで全体を調査するため、過去５年間で整理。

調査井戸なし

超過井戸なし

超過井戸あり

（平成20～平成24年度の全調査区分における超過井戸の有無）

汚染原因の内訳（平成24年度末時点）

工場・事業場 1,174（95%）

廃棄物 177（14%）

その他 39 （3%）

※汚染原因が特定・推定された1,239事例が対象（複数の汚
染原因による事例があるため、各件数の和とは一致しない）



（２）重金属等

環境基準超過井戸が存在する市区町村図
（ 重金属等の場合）

重金属等による汚染事例数の推移

過去5年間で環境基準を超過した井戸が
ある市区町村数は351で、全市区町村の
20%（前年度調査24％）を占めている。

（注）超過井戸の存在状況を市区町村単位で色付けしたものであり、地下水汚染の範囲を示すものではない。※汚染判明の契機としては、地下水質調査（概況調査）
のほか、事業者からの報告等がある。

調査井戸なし

超過井戸なし

超過井戸あり

（平成20～平成24年度の全調査区分における超過井戸の有無）

汚染原因の内訳（平成24年度末時点）

工場・事業場 131（11%）

廃棄物 28 （2%）

自然的要因 969（85%）

その他 20 （2%）

※汚染原因が特定・推定された1,142事例が対象（複数の汚
染原因による事例があるため、各件数の和とは一致しない）



（３）硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素

環境基準超過井戸が存在する市区町村図
（ 硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素の場合）

硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素による汚染事例数の推移

過去5年間で環境基準を超過した井戸
がある市区町村数は509で、全市区町村
の29%（前年度調査30％）を占めている。

（注）超過井戸の存在状況を市区町村単位で色付けしたものであり、地下水汚染の範囲を示すものではない。

※汚染判明の契機としては、地下水質調査（概況調査）
のほか、事業者からの報告等がある。

（注）硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素は、平成5年度に要監視項目として
設定され、平成11年度に環境基準項目に追加された。

調査井戸なし

超過井戸なし

超過井戸あり

（平成20～平成24年度の全調査区分における超過井戸の有無）

汚染原因の内訳（平成24年度末時点）

家畜排せつ物 605（42%）

施肥 1,328（93%）

生活排水 578（41%）

その他 25 （2%）

※汚染原因が特定・推定された1,427事例が対象（複数の汚
染原因による事例があるため、各件数の和とは一致しない）



（参考）地下水質調査区分

概況調査
地域の全体的な状況を把握するための調査

※通常、地域全体をメッシュ等で分割し、３～５年の一巡期
間で順次調査する。（ローリング方式）

汚染井戸周辺地区調査
概況調査又は事業者からの報告等により新たに
発見された汚染について、その汚染範囲等を確認
するための調査

汚染判明 事業者からの報告等
（自主調査等）

汚染を確認

継続監視調査
汚染が確認された地域について、継続的に監視
を行うための調査※平成21年度から定期モニタリング調査は継続

監視調査へ調査区分が変更



２．平成24年度調査結果の概要

○年間約9,000本を超える井戸水の調査を実施。

○概況調査は3,655本で実施し、224本（6.1%）で基準値超過。

○汚染井戸周辺地区調査は1,245本で実施し、218本（17.5%）で基準値超過。

○継続監視調査は4,545本で実施し、1,938本（42.6%）で基準値超過。

水質汚濁防止法（水濁法）に基づき、国、都道府県及び水濁法で定める政令市が実施

（１）全体概要

※1 調査井戸総数は、9,316本である。
※2 括弧内は前年度調査
※3 超過率とは調査数に対する超過数の割合である。

調査区分 調査数（本） 超過数（本） 超過率（％）

概況調査 3,655（3,692） 224（218） 6.1（5.9）

汚染井戸周辺地区調査 1,245（1,520） 218（242） 17.5（15.9）

継続監視調査 4,545（4,613） 1,938（2,014） 42.6（43.7）



（２）概況調査結果

○全体の環境基準超過率（注１）は、6.1％
であった（前年度は5.9％）（注２）。

注１：全体の環境基準超過率とは、全調査井戸の
数に対するいずれかの項目で環境基準超過が
あった井戸の数の割合。

注２：前年度とは調査対象の井戸が異なるため、単
純な比較はできない。

○項目別では平成11年度以降、硝酸性
窒素及び亜硝酸性窒素の環境基準超
過率が最も高い（3.6％）。

■概況調査結果（主な項目）

■概況調査の環境基準超過率の推移（主な項目）

※括弧内は前年度調査

硝酸・亜硝酸

砒素

項目 調査数（本） 超過数（本） 超過率（％）

全体 3,655（3,692） 224（218） 6.1（5.9）

硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素 3,240（3,227） 117（117） 3.6（3.6）

砒素 3,017（3,038） 68（ 57） 2.3（1.9）

ふっ素 2,964（3,027） 18（ 21） 0.6（0.7）

鉛 2,962（2,975） 12（ 13） 0.4（0.4）

テトラクロロエチレン 3,242（3,283） 3（ 7） 0.1（0.2）

トリクロロエチレン 3,245（3,285） 2（ 1） 0.1（0.0）



（３）継続監視調査結果

○基準超過数が最も多いのは、硝酸性窒素

及び亜硝酸性窒素で、次いでテトラクロロ

エチレンである。

○テトラクロロエチレンは、長期的には減少

傾向。その他のVOC（トリクロロエチレン、

ベンゼン等の揮発性有機化合物の略称）

の基準超過数も減少、又はほぼ横ばい。

■継続監視調査結果（主な項目） ※括弧内は前年度調査

■継続監視調査の環境基準超過井戸数の推移（主な項目）

硝酸・亜硝酸

テトラクロロエチレン

※継続監視調査の対象は、通常、概況調査等で新たに汚染が
判明した井戸であり、汚染の改善が確認されれば調査対象か
ら除かれる。
このため、継続監視調査の結果から、汚染の存在状況の
大まかな傾向を見ることができる。

項目 調査数（本） 超過数（本）

全体 4,545（4,613） 1,938（2,014）

硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素 1,625（1,677） 769（ 796）

テトラクロロエチレン 1,967（2,004） 414（ 448）

砒素 600（ 582） 313（ 308）

トリクロロエチレン 2,021（2,049） 171（ 182）

ふっ素 391（ 362） 151（ 158）



〇毎年度、工場・事業場が原因と推定される新たな汚染事例が確認されている。

〇平成24年度は新たに19件の汚染事例が判明した。

（４）工場・事業場が原因と推定される汚染判明年度ごとの事例件数

汚染判明年度 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24

件 数 45 71 78 79 58 47 48 34 27 19


